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 （和歌山県日高郡中津村船津を例として）

 序論

 　§1．本研究（その2）の意義

 　意義については本研究（その1：研究所報1985）に述

 べているので省略する。

 　§2．本研究（その2）の目的

 　前研究の「モノ保有の標準化の追究」をうけて保有さ

 れる生活用品を対象として「収納空間の標準化の追究」

 が本年度研究の目的である。ただし，両者の間になお内

 容的な乖離があるので本論第I章では生活用晶保有の標

 準化を計る上の基礎諸条件を整理するため、まず住宅内

 に収納され、かつ収納の機能をもつ収納家具保有につい

 て検討を行い，次いで家族のライフ・サイクルに対応し

 た3典型例をとり，その生活用品保有を検討し保有の標

 準化の一端を例示する。また，次章では実態調査によっ

 て一般住宅に採られている収納空間の種別・配置等を検

 らべ，合わせてそれらの評価・希望等を採取する。別に

 一般の生活用品で，特に収納場所が予測しがたいものを

 含めた31品目について収納場所・収納相等について検討

 し，収納空間の標準化の基礎条件の整理を計る。

 　結章では事例的調査を実施して生活用品有量と収納空

 間保有量との間に存する法則性を傾向としてとらえ，前

 章をふまえて収納システムの法則性を探求する。また別

 に主要生活用品の容積算出のデータを蒐集し提示すると

 ともに，各典型例につき収納空間の標準を例示する。な

 お，本章は本年度研究目的の達成度を示すものともなる

 ので，改めて結論を述べることを避け，本研究の成果に

 代替する。

 本　論

 I．生活用品保有の標準化一その基礎条件の整理一

 　本章では，生活用品保有の標準化の提唱を家族タイプ

 別に行うため，まず住宅の延べ床面積，家族周期および

 家族人数についての世帯条件を整理し，家族タイプを設

 定する。次に，設定した家族タイプ別に生活用品保有の

 アウトラインをとらえ，生活用品保有の標準化にアプ

 ローチするための方法を検討する。

 　なお，本章の分析に使用する調査対象は，本研究その

 1で用いた調査対象のうち，住宅の延床面積が60～200㎡

 で，欠損家族を除いた家族のうち子供を有する核家族に

 限定した。

 　§1．収納家具保有個数の検討

 　前報では，生活用品の保有についてはその保有品目数

 についてのみ検討し，個別品目の数量は扱っていない。

 そこで，本節では生活用品保有の標準化を設定する基礎

 的資料とするため，収納家具保有個数の傾向を検討する。

 収納家具は生活用品のなかでも特に占有面積が大きい品

 目であり，また住宅内に収納される生活用品であるとと

 もに生活用品を収納する性格をももっており，これを検

 討することは重要な意味があると考えられる。
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　収納家具は「寝具・衣類・履物用収納家具」，「居問・

食事室用収納家具」，「その他箱もの家具」および補助的

収納家具として「鏡台類」，「机類」をとりあげて調査し

た（表I－1参照）。この収納家具について，生活用品保

有の標準化を家族タイプ別に設定するデータとするた

め，住宅の延床面積，家族人数，家族周期の各要因別に

検討する。

1．収納家具平均保有個数の傾向

　対象全体の平均保有家具個数を図I…！に示す。「寝

具・衣類・履物用収納家具」では，「洋服ダンス」と「整

理ダンス」がそれぞれ2個弱所有され，「げた箱」「ファ

ンシーケース」「和ダンス」「ベビー一ダンス，ミニダンス」

「押入ダンス」がそれぞれ約1個所有されている。また，

「ふとんダンス」，「長持」はほとんど所有されていない。

「居問・食事室用収納家具」では，「食器棚」を約1L5個

所有し，「サイドボード」と「飾り棚」を約O．5個づつ所

有している。「その他箱もの家具」では，「本棚」と「本

箱」を合わせて約3個所有し，「収納庫」を約O．5個所有

している。また，補助的収納家具である「鏡台類」は，
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図I－1　収納家具の平均保有個数

「三面鏡」「鏡台」「ドレッサー」を合わせて，約1．5個所

有している。「机類」では，「勉強机」「文机」「ライティ

ングビューロー」を合わせて2個あまり所有し，「テレビ

台」を1個あまり所有している。

　次に，類似した機能を持つ家具をまとめて，家具分類

別の保有個数を検討する。「寝具・衣類・履物用収納家具」

については，保有個数の少ない「ふとんダンス」「長持」

を除き「衣類用収納家具」としてそのトータルの平均保

有家具数を算出し，「居間・食事室用収納家具」「その他

箱もの収納家具」についてもそれぞれのトータルの平均

保有家具数を算出した、また，これら3種類の収納家具

を合せたものを「家具総数」として算出している。各要

因別のトータルの平均保有家具数を図I－2に示し，こ

れを検討する。

　延床面積別の傾向をみると，「衣類用収納家具」は延床

面積80～139m’の間の増加が少ない。しかし，「居間・食

事室用収納家具」は面積が広くなるに従って2個から3

個へと徐々に増加している。「その他箱もの家具」は，100

m味満と100m似上で約3個と3．5個にほぼ分かれてい
る。

　次に，家族人数別の傾向をみると（家族人数6人以上

については件・数が少ないため分析から除く），「衣類用収

納家具」は，家族人数が多くなるに従って増加するが，

「居問・食事室用収納家具」と「その他の箱もの家具」

は，家族人数による増加はほとんどない。

　最後に，家族周期別の傾向をみると，「衣類用収納家具」

は，長子未就学期から長子小・中・高校生期，長子大学

生期になるに従い，顕著に増加している。しかし長子小

学生期と長子中・高校生期との問には差異はなく，また

長子学校卒業以降で減少している。「居間・食事室用家具」

と「その他箱もの家具」では長子中・高校生期からの大

きな変化はみられない。

2．収納家具保有個数に影響を与える要因の分析

　表I－1に，収納家具の保有個数と要因との関連につ

いて示す。

　家具分類別にみると、個室空問に置かれることの多い

「衣類用収納家具」は，住宅の延床面積よりも家族周期

との関連が強いが，家族共用空間に置かれることの多い

「居間・食事室用収納家具」は家族周期よりも住宅の延

床面積との関連の方が強い。また，「その他箱もの家具」

は，やや住宅の延床面積よりも家族周期との関連の方が

強い。家族人数要因は「衣類用収納家具」との関連はや

やみられるが，「居間・食事室用家具」および「その他箱

もの家具」との関連はみられない。

　各個別収納家具別にみると，「寝具・衣類・履物用収納

家具」では，共用空問に置かれることの多い「げた箱」

と，特に占有面積の大きい「ふとんダンス」および建築

－128－



〈’＼

15
！！家具総数舳

15
。家具総数榊

15
＼

、家具総数榊

■■
■

！■

／
■

10
、。衣類用｝

10

、。衣類用｝

⊥O

衣類用洲

5’

　　〈箱もの榊
／　．一．一．＿居閻．
　　’一’一　　　　　食事室用榊

／箱もの

＿．’一・一一一・一一居閻・
　　　　　食事室用

　　　　　　　　　　箱もの榊

　　　　　　　　　一、居間・
．’．’　　　　　　　　　　　　食事室用舳

60

79
m2

　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　0
　　111　1　　人人人　　子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学
（“は，平均値の差の検定において，1％水準で有意差のあることを示す）

－129－



の収納部である押入に置かれることの多い「押入ダンス」

では，家族周期よりも住宅の延床面積との関連の方が強

いが，その他多くの家具については家族周期との関連の

方が強くなっている。

　　「居問・食事室用家具」では，「食器棚」は住宅の延床

面積よりも家族周期との関連の方が強いが，その他の家

具では住宅の延床面積との関連の方が強い。

　　「その他箱もの家具」では、個人的に使用する傾向の

強い「本箱」では住宅の延床面積よりも家族周期や家族

人数との関連の方が強いが，「収納庫」は住宅の延床面積

との関連の方が強い。

　個人的に使用されることの多い「鏡台類」のうち，保

有個数の多い「三面鏡」は，住宅の延床面積よりも家族

周期との関連の方が強い。

　「机類」では，個人的に使用されることの多い「勉強

机」は住宅の延床面積よりも家族人数や家族周期との関

連の方が強く，個数が増えるとパーソナル化することが

多くなる「テレビ台」も同様の傾向になっている。

　以上のように，個室空間に置かれたり個人専用化する

傾向の強い家具では，家族周期との関連の方が強いが，

家族共用空間に置かれたり家族共用で使用されることが

多い家具では，住宅の延床面積との関連の方が強くなっ

ている。また，家族人数は，これら2要因と比べて，保

有個数を左右する要因としての影響力は弱い。

　§2．生活用品保有の標準化の条件整理

　これまで，家庭における生活用品の保有実態について，

そのもち方の特徴や保有に影響を与える要因の分析を

行ってきた。ここではそれらの実態に基づいて，生活用

品の保有の標準化を図るための基礎的な条件を整理して

みる。

　1．世帯条件の整理

　前報§2で報告したように，生活用品の保有状況を左右

する世帯条件として，家族人数，家族周期段階，住戸規

模があげられる。生活用品の標準化を図るためには，ま

ず，これらの世帯条件を整理することにより，典型的な

世帯のタイプをいくつか抽出し，限定した条件のもとで

保有傾向を考察する必要があろう。

　条件整理にあたって，前報§3における分析対象760件

のうちから基本的な家族構成として，まず，核家族3～4

人世帯を抽出した。次に，家族周期は長子の成長段階を

就学前，小学生～高校生，大学生以上に3分類した。住

戸規模は60m似上120m味満のものに限定し，それをさら

に3段階に分類した。これらの条件を組み合わせたなか

から次の3つのタイプを分析対象として抽出した。

〈世帯条件のタイプ〉

　I．延床面積　60～79m・の住宅に住み，長子が就学前

　　　の子供を持つ核家族で，3～4人世帯（33件）

　II．延床面積　80～99m2の住宅に住み，長子が小・中・

　　　高生の子供を持つ核家族で，4人世帯（67件）

　m．延床面積　100～119m2の住宅に住み，長子が大学

　　　生以上の子供を持つ核家族で，4人世帯（18件）

　以下は，世帯条件をこの3タイプ（計118件）に限定し

て分析する。そして，3タイプにおける実際の生活用品

の保有傾向のアウトラインを示し，さらに，標準化を進

めるためのアプローチについて考察する。

　2．世帯条件のタイプ別にみた保有傾向のアウトライ

　　　ン

　生活用品の種類別に3タイプの保有実態を表I－2お

よび図I－3に示す。全体に，世帯条件のタイプIから

IIIへと生活用品の保有品目数は増大する傾向にある（図

I－3）。

　しかし，生活用品を種類別にみると，保有品目数の増

え方には，かなりの差が認められる。そこで，差をより

明確に把握するために，タイプIIおよびタイプIIIの保有

品目数を，タイプIを基準とした比率で表したのが図

I－4である。その特徴をみると，①まず，世帯条件夕

表I－2　世帯条件のタイプ別にみた生活用品の保有品目数

生活用晶の種類 タイプI タイプ皿 タイプ皿

寝具衣類関連用晶 6．9晶目 9．O晶目 10．4晶目

書籍・事務用晶 18．2 20．4 21．5

趣味用晶（手　　芸） 6，6 8．9 8．8

〃　　（スポー一ツ） 7．9 11．1 11．2

〃　　（ゲーム類） 3．6 7．5 7．4

〃　　（音　　楽） 11．5 12．1 14．3

部屋備品・行事用晶 12．1 14．8 15．6

冷暖房用晶 5．5 6．2 7．7

被服管理用品 21．9 22．8 23．6

掃除・園芸用晶 13．4 18．0 18，1

台所用品 12．8 15．2 17．3

雑　用　晶 8．7 10．7 11．5

洗面化粧用晶 14．5 15．7 16．1

衛生・医療用品 24．2 24．6 25．2

外出旅行用品 6．9 8．3 8．0

つくりつけ家具用品 3．6 4．0 5．7

食・衣類収納家臭 5．6 6．4 6．6

一一般箱物脚物家具 4．7 6．1 7．3

予備リネン・下着類 9．0 9．2 9．8

予備衛生・医療用晶 13．4 15．0 15．2

予備台所・食料晶 31．1 33．8 39．1

予備雑用品 14，3 18．7 19．8

客用寝具 10．6 15．1 17．5

客用食器 13．1 15．3 15．8

客用備晶 3．9 10．9 12．9
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イプによって保有品目数の増え方に大きな差があるもの

として，客用備品，趣味用品（ゲーム類），冷暖房用品，

掃除・園芸用品，食・衣類収納家具，予備リネン・下着

類，客用寝具があげられる。②逆に，3タイプとも，ほ

とんど保有に差がないものには，被服管理用品，洗面化

粧用品，衛生医療用品，つくりつけ家具類，予備衛生医

療品，予備台所用品がある。さらに，タイプII・IIIにお

16．3

　図I－5　世帯条件のタイプ別にみた家具の保有個数

ける保有品目数の増え方をみると，③各タイプの差が比

較的大きく表れているもの〈趣味用品（音楽），冷暖房用

品，台所用品，一一般箱物家具，予備リネン・下着類，予

備雑用品，客用寝具〉と④タイプIとタイプIIの保有品

目数にはかなり大きな差が認められるが，タイプIIとm

では差がほとんどないもの〈寝具・衣類関連用品，書籍・

事務用品，趣味用品（手芸，スポーツ，ゲーム類），部屋

備品・行事用品，掃除・園芸用品，雑用品，一般箱物家

具，客用食器，客用備品〉とに分かれる。

　同様に，家具の保有個数について，その傾向をみる（図

I－5）。タイプI～mに従って，家具個数が増えている。

家具個数の増え方は全体に，タイプIを基準とすると夕
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イプIIはその2～3割増し，タイプmでは6割増し程度

となっている。家具全体の中で，衣類収納家具の占める

割合が最も大きい。

　以上，3タイプおける保有品目数と家具保有個数の傾

向を比較することにより，生活用品の保有のしかたが世

帯条件の違いでどんな特徴をもつのか，その概略をみた。

さらに，3タイプにおける生活用品の保有のしかたを，

前報で考察し仁保有パターンと比較検討することによ

一），その特徴を一層明らかにする。

　図I－6は，世帯条件タイプと前報で考察した保有パ

ターンとの関連を示したものである（前報§3参照）。全

体的にみると，タイプI～mに移行するにつれて保有品

目数が多いパターンが増える傾向にある。しかし，各タ

イプにおける保有パターンはかなつ多様であることがわ

世帯条件

のタイプ0D 50
パター一ン皿

1〔

バターンI

＿一’一’’！・一

パターン皿

パタ・一ンv

100％

　　　　　　　　　　　ベター’ンlV　　　　　　　　バターニノV［

図I－6　世帯条件のタイプと保有パターンとの関連

かる。特に，家族周期が成長し，住宅規模が大きくなる

ほど，保有パターンは多様になる傾向が認められる。

　次に，世帯条件I～II1タイプと保有パターンI～VIに

おける保有品目数を種類別に示してものの増え方につい

て比較した（図I－7，図I－8）。図I－7，図I－8

ともパターンIを基準として，保有品目数を種類別に比

率で示したものである。この比較で明らかなように，両

者の生活用品の保有のしかたとものの増え方はほぼ相似

形であるといえる。したがって，程度の差こそあれ，保

有品目の少ないパターンから多いパターンヘと移行する

場合の持ち物ク）増え方には一定の法則性があることがわ

かる。

　　3．生活用品保有の標準化の検討

　　典型的な世帯条件タイプにおける保有実態の分析か

　ら，各タイプの種類別保有品目数と，ものの増え方の法

　則性についてある程度のめやすが得られた。以下は，こ

　れに基づいて生活用品の標準化を進めるための手順につ

　いて検討する。

　1）生活用品の種類別品目内容の検討

　　検討するためのめやすとして，居住者の保有実態と必

要性評価剛頃向から導き出した『基本的生活用品』の概

念（前報§3参照）を中心にすえて，さらに，ものの増え

趣味用晶　　　趣昧用品
（スポーツ）　　　（ゲーム）　趣味用品

　　　　　趣味用品
　　　　　　（手芸）

1暮籍・事務用品

12．0　　　　客用備晶
　11，O
　　　lO．0
　　　　　9．0　　　　　　8．0　　　　　　　　7．0
　　　　　　　　　　6．0
　　　　　　　　　　　5．0

離ミ．衣ふ

＼∴＼
2．O

被服管理用品

掃除・園芸用品

図I－7

　　　　　　　　　＼

（3．O　　　㌔’’　　　　　　　　2．
1．O

（クラスターIを基準のした場合）

2．O

　　　　台所用品3．0
2．0

雑用品

洗面化粧用品
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客用備晶

書籍・事務用晶

　3．O

寝具・衣類関連
　　　用品

3．O客用食器

　　　　趣味用晶　趣味用品等野（1ポー／）（ゲーム類）饗

2．O

回屋備品
行事用品

3．0

　　　　　　　　　　　令暖房用品
2．0
　　　　　　　　　　　　被服　　用品

客用寝具

2．O

／・・

掃除
芸用品

2．0　　　　台所用品

3．O

　予備
雑用品一．

2．Q
予備

　予備　　　　　　　　医療
台所　食料晶
　3．O

図I－8

　　　　　　収
　　一般　　家具
ン下着家具

つくりつけ
　家具

　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　3．O

世帯条件タイプの保有品目数の比較
（ただしクラスターIを基準（1．0）とした場合）

方については，保有パターンの考察から導かれた法則性

を応用する。

　なお，今回の調査から除外した衣類・寝具および台所

用品については，他資料の検討が必要であろう。

2）保有数についての検討

　今回の調査では，家具類以外は保有数量を捨象してい

る　　調査項目のカテコリーを＜ない，1つある，2つ

以上ある〉とした一、そのため，1つあるものについ

てはチェックできるが，2つ以上あるものについてはそ

の数量を推定していかねばならない。ここでは，基本的

に「1世帯で1つあればよいもの」「1世帯2つ以上必要

だが，ある程度家族で共用できるもの」「家族用として家

族人数分必要なもの」「個人所有が原則とされるもの」「個

人所有で2つ以上必要なもの」に分類し，その数量を検

討する。
3）保有パターンによる保有の幅についての検討

　保有実態で明らかにしたように，同じ世帯条件タイプ

であっても，その保有パターンは多様である。標準化に

あたって，「最低限度」から「多い」パターンの幅について

も検討を要すると考える。

4）時代の変化に伴う持ち物内容と数量の変化に対する

　　予測の検討

　　3．0
比較を容易にするためハッチの
部分に保有パターンwの場合を

示した。

　いま保有されているものの性能が向上したり，機能が

更新されたりすることにより，持ち物は変化する。たと

えば，冷暖房器具などは，装置化されることにより，生

活用品というより，むしろ設備としてとらえる方向へと

移りつつある。また，収納家具についても，たとえば

ウォークインクローゼットやクローゼットが普及し，装

置化されるなら，家具のもち方は大いに影響を受ける。

したがって，こうした将来に対する変化の見通しについ

て検討が必要であると考える。

II．収納システムの型分け－その基礎条件の整理

§1．収納システム研究の目的と調査概要

　1．本研究の目的

　本研究は，収納空間の標準化にあたり，収納空間の実

態，居住者の収納空間に対する評価，ものの収納のされ

かた等の実態把握を通して，収納空間の配置や収納のさ

れ方などの法則性をみいだし，収納システムの型分けの

ための基礎的条件を確立することを目的としている。

2．調査の概要

収納空問および収納方法などの実態をとらえるべく，
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以下の内容で在阪某女子大学の学生の住宅を対象に実態

調査を行った。①収納空問の実態とその評価　②収納空

間の配置とその志向性　③住宅内空間の種類別にみた収

納空問の実態とその評価　④収納空間の設置についての

志向性　⑤生活用品の収納のされ方および志向性等であ

る。調査はアンケート調査および住宅の平面図採取およ

び各収納スペース，収納家具の採寸および図示であり，

調査時期は昭和59年12月である。

　3．対象住宅および世帯の特性

　本調査の対象住宅戸数は111戸であるが，そのうち都市

型独立住宅とみられる79戸を分析対象とした。なお一部

収納空間量に関しては，平面図の不備なもの4戸分を削

除し，75戸分について分析した。

　対象住宅の特性および世帯の特性を表Iト1に示す。

これより本調査対象者は持家住宅の平均床面積120．4m2

（昭和58年　くらしの統計年鑑）よりも広く，建築年数

もやや古い住宅に居住し，所得も平均的収入より高い階

層の家族であると言えよう。

表II－1　調査対象の概要

住宅の特性 世帯の特性
面　　積平均160．9㎡ 家族人数平均4．42人

問取り　L・DK65．3％ 世帯年収　800－200万円33．8％

部屋数平均7．58室 世帯主職業　管理職48．1％

余裕室平均1．43室 世帯主年齢平均50．6才
客間・応接室　有17，7％ 主婦年齢平均46．7才

居住年数平均14．7年 長子年齢大学生以上

　§2．収納空間の実態とその評価

　1．収納空間の実態

　現在住宅内に設置されている収納空間は大きく＜建物

の収納部〉と＜つくりつけ家具〉および＜収納家具〉の

3つに分類できよう。すなわち＜建物の収納部〉とは建

物の一部としてつくりつけられた押入，物入れ，天袋，

地袋等をさし，また＜つくりつけ家具〉は建物に造りつ

けられた移動不可能な収納家具を，さらに＜収納家具〉

はものを収納する機能をもち，かつ移動可能な収納家具

ととらえる。

　まず，対象住宅の収納空間を平面的（収納面積で表す）

にみると各平均収納面積は＜建物の収納部〉10．93m・，＜つ

くりつけ家具〉6．42m2，＜収納家具〉9．69m2となり＜建

物の収納部〉の面積が一番多い。なお収納空問の平均総

面積は27．02m・となり，平均住宅面積（160．9m・）の16．8％

が収納空問にあてられている。

　つぎに収納容積では＜建物の収納部〉16．93m3，＜つく

りつけ家具〉7，46m3，＜収納家具〉12．42m3が平均的な収

納容積となっている。収納空間総容積の平均は36．86m・

で，収納空間の容積構成は＜建物の収納部〉1〈つくりつ

け家具〉：＜収納家具〉＝4．6：2．O：3．4である。今天井高

を2．4mと仮定すると一住戸の建築容積の約1割が収納

空問にあてられていると言えよう。

　さらに，これを住宅内の各生活空間との関係からみる。

今住宅内空間をその使われ方と様式（和室・洋室）の違

いとを考慮して分類し（表II－2），それぞれの収納容積

を算出する。これより各生活空間別に収納空問が設置さ

れている住戸数に対する平均収納容積は〈家族生活空問〉

7．59m㍉＜個人生活空間〉17．58m3，＜接客空間〉4．66m3，

表Iト2　生活空間の分類

F　家族生活空間

F1

F2
F3

F4
F5
F6

食事室

食事室兼台所

居　間

居間兼食事室兼台所

居間兼食事室

上記以外

K　台所空間

P　個人（夫婦）生活空間

G

W

P1

P2
P3
P4
P5
P6

夫婦寝室

子供寝室（中学生以上）

子供寝室（小学生以下）

老人寝室

その他寝室

就寝室以外（例　書斎・勉強室・趣味室）

接客空間

　G1　応接室　洋室

　G2　客　間　和室

　G3　客　室

家事空間

　W1　家事室

　W2　ユウティリティ

生理・衛生空間

　S1　洗面所・脱衣室

　S2　浴　室

　S3　便　所

　S4　化粧室

　S5　その他

通路空問

C1
C2
C3
C4
C5
C6

玄関および玄関広間

勝手口

階段室（含踊り場）

廊　下

縁　側

その他

N　予備的空間

　　N1　収納用の部屋

　　N2　空き部屋
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〈家事空間〉1.99m3，＜生理・衛生空間〉1.01m3，〈通路

空間〉2．80m3，〈予備的空間〉6．40m茗となり，個人生活空

間に最も多く収納空間が設置されている。つぎに多いの

が家族生活空間，つづいて予備的空間である。

ト5箇5～I帽　ト15箇　5箇所所未満　所未満　所未満　以上

　2．収納空間に対する評価

　〈建物の収納部〉〈つくりつけ家具〉〈収納家具〉それ

ぞれの収納面積および箇所数とその評価との関係を図

II－1に示す。図より〈建物の収納部〉と＜つくりつけ

家具〉とは面積規模，箇所数ともにその満足度は高いが，

＜収納家具〉についての満足度は前二者と比較してやや

低い。なお＜建物の収納部〉は箇所数，面積の増加とと

もに満足度も高くなるという比例関係の傾向が表われて

いるが，〈収納家具〉〈つくりつけ家具〉についてはその

ような関係はほとんどみいだされない。特に〈建物の収

納部〉は，面積規模が4．87m味満（間口1．8mの押し入れ

3個分）の住宅では不満のものが多いが，面積が増加す

るにつれその満足度は高くなっている。しかしながら〈つ

く｝）つけ家具〉は3．6m味満（洋服ダンス3個分）では不

満とするものが多いが，その他の面積規模については規

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100％

多

o％1～5箇　5～I帽1ト15箇15箇所　　　4．9m，　4．9～　　9・7－　14・6㎡　　建物の収納
所未満　所未満　所未満　　以上　　　未満　　9・7m・　14・6㎡　　以上　　　部の評価
　図II－1－1　建物の収納部の箇所数および面積と評価

　　　　　　　　との関係

　　　ミ　　＼＼＼　〃～5箇5～］O箇0－15箇　5箇所　　　3－6m　　3－6－　7，2～　　〇一8m所未満　所未滝　所未満　　以上　　　未満　　7．2㎡1O－8m2　　以上

所未満
15箇所以上　　　未満　　7．2㎡1O．8m2　　以上

100％

家具の評価
図II－1－2　つくりつけ家具の箇所数および面積と評

　　　　　　価との関係

20個　　20－3　30～4　4蝸未満　　固未潴　個未満　以上
未満　　個未潴　個未満　以上

ミ

＼

72㎡　7～　O．8～　44m未満10．8㎡　4．4㎡　　以上　　　　　　144m2
未満10．8㎡　14．4㎡　　以上

100％

図II－1－3　収納家具の箇所数および面積と評価との関係

騒潜足囮やや満足□どl1舳ない魎や篇満

模と満足度との間には全く関係はみられない。

　ちなみに各生活空間別に，また収納空間別にその収納

寄積と満足度との関係をみたが，その容積の多少にかか

わらず満足しているものの方が多く，明確な傾向はとら

えられない。なかでも比較的多い収納空間がとられてい

た家族生活空間と個人生活空間についてみると，家族生

活空間における＜収納家具〉の収納容積に関しては，収

納容積が多くなるほど満足度が高くなる傾向があるこ

と，また個人生活空間では，全収納容積では2．Om味満ま

では不満とするものが多いなどという特徴が若干みられ

る。

　§3．収納空間の配置

　1．収納空間の配置とその型

　§2－1で述べたように，本節では各生活空間別にみた

収納空間の実態から，住空間の中における収納空間の配

置の傾向を探る。

　まず住戸別に全収納容積量に対する各生活空間の収納

容積の構成比からタイプ分けを試みた。その結果全体的

には，収納空間の実態で前述したように個人生活空間に

配置する傾向が強いが，さらに詳細に分析すると5つの

タイプがみいださ杓一る。すなわち個人生活空間に収納部

分が集中している型（I型），家族生活空間に収納部分が

集中している型（II型），個人生活空間と家族生活空間の

両方に多く配置される型（III型），個人生活空間と接客空

間の両方に多く酉己置される型（IV型），個人生活空間，家

族生活空間，接客空間の3空間に平均的に配置される型

（V型）である。なかでもI型はさらに個人生活空間に

集中する割合が圧倒的に多いa型，個人生活空間の割合

が一番多いが家族生活空間の割合も20％以上を占めるb

型，通路空間と予備的空間の割合が20％以上を占めるc

型の3つのタイプに細分化できる。またIII型は個人生活

空間の方に家族生活空間よりも多く配置されるd型と，

個人生活空間と家族生活空間の両方にほぼ等しく配置さ

れるe型との2つのタイプが見い出せる。そこで対象住

宅の収納空間の配置タイプの分類結果を表II－3に示

す。表より個人生活空間に収納空間を集中的に配置する

タイプ（I型）が最も多く全体の4割を占める。つぎに

多いのが個人と家族生活空間の両方に配置するタイプ

　（III型）と個人，家族生活および接客空間に平均的に配

置するタイプ（V型）である。通路空間と予備的空間の

方が他の空間よりも収納空間が多くとられているケース

も1例みられた。なお通路空間および予備的空間にある

収納空間が全収納空間の20％以上を占める住戸が全体の

％ある。すなわち調査対象の住宅特性で述べたように，

今回の調査対象はかなり空間にも余裕があり，室数も多

い住宅に居住する住宅階層であることを裏づけていると

言えよう。
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表Iト3　収納空間の配置の型

a　個人生活空間に最も
多く配置　　　　　　（20）

b　家族生活空間への配
I 個人生活空閻に 置もやや多い　　　　　（5） 30件
集中して配置 （20％以上） （40．0％）

C　通路・予備的空問へ
の配置もやや多い　　　（5）

（20％以止）

皿
家族生活空間に集中して配置

4件

（5．3％）

d　個人生活空闘の方が
個人生活空間と やや多く配置　　　　（12） 18件

皿 家族生活空問の （24．0％）

両方に配置 e　両方にほぼ等しく配　　（6）

置

w 個人生活空間と接客空問の両方に配置
5件

（6．7％）

V 個人生活空間・家族生活空問・接客空間の3空間 17件

に平均的に配置 （22．7％）

　2．収納空間の配置に対する志向性

　居住者の収納空間の配置に対する志向性を日常生活用

品（個人用下着・個人用季節外のもの・化粧品）の収納

志向および衣類収納家具，納戸の配置志向の側面からと

らえる。

　まず日常生活用品については，個人用下着，化粧品に

おいて個人個人が自分で管理できるように各自の部屋に

収納したいとするもの（分散型）が前者81％，後者に

70．5％と圧倒的に多く，また個人用季節外のものは納戸

等に入れたいとするものが（集中型）60％いる。すなわ

ち普段使用しないものは集中して，日常良く使用するも

のは各部屋にそれぞれ配置する分散志向が強いと言えよ

つ。

　さらに衣類収納家具や納戸の配置志向からも同様の傾

向がみられる。すなわち各部屋の空問が狭くなっても個

人空間に配置したい，あるいは納戸をとるよりも個人の

空間に十分収納空問をとりたいとする分散型が圧倒的に

多くなっている（前者75．9％，後者67．1％）。

　3．収納空問の設置要求

　収納空間の設置要求を，まず＜建物の収納部〉につい

てみる。すなわち押入，物入，天袋，地袋，ウォークイ

ンクローゼット，床下収納庫などの建物の一部としてつ

くりつけられる収納空問の各生活空問別設置に対する要

求の度合を検討する。

　全体的にはどの部屋も押入，物入，天袋の設置要求が

強いが，部屋によりその要求度の強さには多少差がみら

れる。まず夫婦寝室，子供室，書斎などの個人生活空間

では，夫女箒寝室，子供室ともに押人を、書斎には物入れ

を要求する傾向が強い。その他洋室の夫婦寝室，子供室

では，ウォー一クインクローゼットの要求も多くなってい

る。つぎに屠間，食事室などの家族生活空間または接客

空間においても，個人生活空問と同様に押入を要求する

ものが多いが，その割合は減少し家族生活空間の場合，

特に物入れの設置が望ましいとするものが増加してい

る。しかし全体的に収納空間の設置要求はそれほど強く

ない。生理・衛生空間，通路空間では物入れの設置希望

があるが，設置不要とするものも多くそれほど収納空間に

対する要求は顕著でない。その他，台所空問では床下収

納庫の設置要求が高くなっているのが目立つ。いずれに

せよ収納空間1＝押入という考え方が一般的であることが

示されている。つぎに＜つくりつけ家具〉および〈収納

家具〉のとり方についての要求を図Iト2に示す。その

結果，下駄箱・靴入，声棚・収納庫はつくりつけ家具に，

和ダンス，整理ダンス，本棚・本箱，サイドボード，化

粧台などは可動家具を，洋服ダンスと食器戸棚はつくり

つけ家具と可動家具の両方を望むものが多い。その他飾

つ棚についてはつくりつけ家具を望むものと，可動家具

を望むものとにわかれ，家具の種類によりその要求はか

なり異なっている。したがって＜つくりつけ家具〉が収

納空間として望ましいものとは限らず，収納されるもの，

あるいは収納されるものの使い方によって望ましい収納

形態が考えられるべきであると言えよう。
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　§4．生活用品別収納場所と収納相の実態

　1．生活用品の収納場所の実態

　本節では生活に必要な用品を代表すると思われる31品

目のその収納場所の実態をみる。今回の調査でとりあげ

た31品目は，大きく6つの用品（個人生活用品，接客用

品，教養のための用品，家事労働用品，衛生・医薬用品，

季節外の用品）に分類できる。なお衣類，台所用品につ

いては筆者等により詳細な所有・収納調査を行なってい

るため使用中，季節外あるいは当分使うあてのないもの，
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予備用品などと大きくまとめてとらえている。

　まず個人生活用品の寝具，衣類は，使用中，季節外ま

た親，子にかかわらず各寝室に収納する例が多いのに対

し，和服類は納戸・予備室収納が多くなっている。整髪・

化粧品については親と子に違いがある。すなわち親は洗

面所・浴室・便所まわり収納が多いのに対し，子は各自

の個室内収納が多い。靴・下駄などの履物は季節外，使

用中にかかわらず玄関まわりが多いが，季節外の場合戸

外倉庫収納も多い。教養のための用品である文房具・学

習用具および本・雑誌はいずれも個室収納が多くなって

いる。台所で使用される食器類，調理器具などで当分使

うあてのないものと予備用品はいずれも台所（DKを含

む）まわりに収納されている。また家事労働用品の一つ

であるアイロン・洗濯用具，裁縫用具は居間・食事室ま

わりとするものが一番多いが，その他の部屋に収納する

ものも多く一定していない。しかし掃除用具は廊下収納

が，大工道具は戸外倉庫収納が多くなっている。トイレッ

トペーバー，テイッシュペーパー，洗剤，石鹸などの衛

生予備用品はいずれも洗面所・浴室・便所まわりが多い

が，納戸・予備室とするものも多い。季節外の電気製品

や古新聞・古雑誌，着なくなった古着については納戸・

予備室や戸外倉庫に収納されているケースも多い。

　さて収納空問は，それぞれの日常生活行為の場に即し

て設置されるのが望ましい（使用される場）ということ

を一原則としてとらえ，各品目と収納場所との関係をま

とめると表Iト4のようになる。例えば親の寝具は親の

寝室に収納された場合を一致型，それ以外の部屋に収納

された場合を不一致型，納戸に収納された場合を納戸収

納型，戸外倉庫に収納された場合を戸外倉庫収納型等と

する。その結果今回の調査では全体的に一致型収納の品

目が多くなっている。

　2．生活用品の収納相の実態

　本調査では，収納相をものが①押入，天袋の中に②

つくりつけ家具や棚，戸棚の中に　③家具の中に，ある

いは④家具や台の上に置く　⑤部屋にそのまま置く　⑥

戸外に置く等の6つの状態に分類した。

　個人生活用品の寝具は押入・天袋に，衣類，和服類は

家具のなかに収納するものが多いのに対し，整髪，化粧用

品は家具や台の上にそのまま置いているものが多い。教

養のための生活用品では文房具・学習用品は家具や台の

上，本・雑誌は家具のなかに収納が多く，個人生活，接

客，教養のための生活用品の収納場所はある程度一定の

傾向がみられるが，家事労働用品や衛生・医薬用品など

はいずれも住宅により様々な場所に収納されているのが

現状である。特にアイロンがけ・洗濯用具，掃除用具，

裁縫用具等に部屋あるいは家具や台の上にそのまま置く

家も多いのが目立つ。

表II－4 生活用品の収納場所の現状と志向（収納型別）

現 状 志 向

げた・はきもの （95．1） 90％ 親の寝具 （94．8）

はきもの帽 （93．7）

子の寝具 （89．9）

子の寝臭囎 （89．O） 親の衣類 （88．6）

文房具・学習用具 （88．3） 文房具・学習用具 （88．4）

子の整髪・化粧用品 （87．7） 80％ 子の整髪・化粧品 （88．4）

親の寝具 （86．6） 予備調昧料 （86．7）

親の整髪・化渡晶 （81．6） 子の衣類㈲ （85．0）

調昧料などストック （84，1） 親の整髪・化粧晶 （84．5）

予備食品 （84．3

一 一子の衣類 （74．5）

本雑誌 （76．0） 70％
缶詰など食品 （74．2）

本・雑誌 （67．7）

子の寝貝禰 （67．1）

致 親の衣類樹 （65．3） 60％ 子の衣類閤 （66．7）

親の寝具閨 （64．6） 客用寝具 （64．2）

洗剤・石けんなど予備 （65．1） 親の寝則季 （61．3）

；周理器具（使わない） （61．5） 予備洗剤・石けん （61．O）

掃除用具 （60．7）

■型 げた・はきもの電 （50．5） トイレットペーパー （59．8）

トイレットペーパー （58．5） 50％ 糊の衣類摩 （58．1）

親の衣類摩〕 （55．0〕 はきもの・げた禺 （56．6）

子の衣類禺 （54．1） 調理器具（使わない） （55，3）

子の寝具窮 （53．3）

げた・はきもの騎 40％ 医薬用晶 （41．3）

医薬用品 （54．4）

食器類（使わない） （52．2） ティッシュペーパー予備（36．6）

■
30％ 食器類（使わない） （39．3）

客用寝具 （41．5） 裁縫用具 （36．0）

一不 アイoンがけ用具 （71．6） アイロンがけ川具 （57，3）

一
致 裁縫用具

（46．3） 40％～

型 ティッシュペーパー予備（45．8）

納
古 着 （53．O） 古 着 （59．2）

戸
ストープなど電気製品 （47．8） 40～60％ 掃除用具 （51．2）

型 和服類 （50．O）

ストープなど電気製品 （48．8）

戸庫 古雑誌・新闘 （37．1） 30～50％ 古雑誌 （53．1）

外型
倉
大工道具 （38．2）

　　　　　　　　　　　　（注）大工道具・その他型が多い　（50．6）

　つぎに収納のされ方を押入，天袋の中，つくりつけ家

具や家具の中に収納する収容型，家具や台の上に置く露

出型，部屋にそのまま置く室内放置型，戸外にそのまま

置く戸外放置型に分類し，各品目との関係をまとめる。

31品目の収納状態を表II－5に示す。

表II－5　生活用品の収納相

型 ％ 用　　　　品

和服（98．8）　　子供の寝具弱（93，8）
客用の寝臭（98．7）親の衣類閨（93．1）

親の衣類　（96．8）缶詰など食品（93．5）

90 子供の衣類（96．7）食器類（使わない）（92．9）
親の寝具閤（96．4）調味料などのストック（90．0）

子の衣類禺（95．8）親の寝具　（90．5）

収 くつ・げたなどはきもの（90．8）

80 調理器具　　（85．7）はきもの1謁　　（89．2）

容 予備（洗剤・石けん）（82．7）古着（87．2）

70 子供の寝臭（7＆4）△　予備のトイレットペーパー（795）

型 予備ティッシュペーパーf74．4）医薬用品（79．5）

60 本・雑誌（64．3）。裁縫用具（61．4）。大工道具（64．3）×

文虜貝・学習用品、（56．6）oアイロンがけ用具（55．6）△

50
親の整髪・化粧晶（54．4）。季節外のストーブなど（58，8）〈掃除道具（59．5）△

30 古新聞・古雑誌（32．9）△

露 子供の整髪・化粧晶（50．O）

出 50

型

但し　露出型も多いものo
　　室内放置型も多いものく

　　戸外放置型も多いものx
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　全体的には収納のされ方としては収容型が圧倒的に多

く，露出型の傾向の強いのは子供の整髪・化粧用品にす

ぎない。その他やや露出型傾向にあるものは文房具，本・

雑誌，裁縫用具，親の整髪・化粧用品の4品目，室内放

置型傾向がアイロンがけ・洗濯用具，季節外の電気製品，

掃除道具などの3品目，戸外放置型は大工道具の1品目

である。

　§5．生活用品別収納場所と収納相の志向性

　1．生活用品の収納場所の志向性

　前章でとりあげた生活用品31品目の収納場所の志向性

をまとめ表II－6に示す。

　調査対象者が希望する収納場所の割合が各品目ともに

一番多かったものを，その志向の強いものとしてとらえ

る。その結果個人生活空間に収納志向が強いものが12品

目，台所空間収納志向は4品目，家族生活空間，生理・

衛生空間と予備的空間収納志向が各3品目，玄関まわり

と戸外倉庫収納志向が各2品目，接客空間収納志向が1

品目となり，前章で定義したようにそれぞれの生活行為

の場と一致した場所に収納することが望まれている。

　しかし，各品目ごとに詳細にみると季節外の寝具・衣

類，アイロンがけ・洗濯用具，裁縫用具，食器・調理器

具（当分使うあてのないもの），衛生予備用品（トイレッ

トペーパー，テイッシュペーパー，洗剤・石鹸など），大

工道具，古新聞・古雑誌などは予備的空間収納志向に，

着なくなった古着，季節外の靴・履物などは戸外倉庫収

納志向に，また親，子の整髪・化粧用品は衛生空間収納

志向にかわる可能性もあることが指摘できよう。
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　2．生活用品の収納相の志向性

　生活用品の収納状態については，2つの側面からとら

える。すなわちものに対する視覚的側面（見えないほう

が良い，見えてもよい）と，ものをしまう時の動作的側

面（すぐにとり出せないと困る，多少とり出しにくくて

も良い，困難でも場所がわかっていれば良い）である。

それぞれの結果を表II－7に示す。

　まず視覚的側面では，見えない方が良いとする割合の

高いものが圧倒的に多い。中でも季節外の寝具，衣類，

着なくなった古着，靴・下駄などの季節外の履物，ストー

ブなどの季節外の電気製品，古雑誌・古新聞，和服類な

どは見えない方が良いとする品目になっている。またそ

の割合は多少低くなるが使用中の衣類，寝具，掃除用具，

衛生の予備用品なども見えない方が良い品目としてあげ

表II－7－1

られ乱それに対し規子の撃髪用品，教養のための用

品は見えても良い品目となっている。その他当分使うあ

てのない食器類，アイロンがけ・洗濯用具，台所の予備

用品，医薬用品などは見えて良いとするものと見えない

方が良いとするものにわかれている。

　つぎに動作的側面に関しては，衣類，寝具，履物など

使用中の個人生活用品，掃除道具，アイロンがけ，洗濯

用具，裁縫道具などの家事労働に関連する生活用品，教

養のための生活用品の文房具・学習用具などはすぐ出せ

ないと困るとするものが圧倒的に多い。また衛生予備用

品や台所の予備用品，本・雑誌などの教養のための生活

用品は，すぐとり出せないと困るとするものが一番多い

が，多少とり出しにくくてもよいとするものも20％強い

る。多少とり出しにくくても良いとされてい今ものは季

生活用品の視覚的収納相の志向

見えない方が良い ％ 見えた方が良い十見えても良い

着なくなった古着（90．4） 90 本・雑誌（100．0）×　文房具・学習用具×（93．6）
子供の整髪・化粧品x（92．4）

親の寝具電　（89．7）子供の衣類電　（84．8）
子の寝具禺（87．2）親の衣類　電（83．3） 80 親の整髪・化粧晶x（89．7）
客用寝具　　（84．6）

親の寝具　　（73．4） 70 医薬用晶。（70．5）
く’つ・げたなどのはきもの電（77．9）

和服類。　　（69．7）　古雑誌・新聞　（65．8）
缶詰・乾物　（65．O）　予備のトイレットペーパー（64．9）60 裁縫用具×（68．9）
季節外のストーブなど×（64．0）

親の衣類。　（59．7）調理器具（使わない）×　（59．7）くつ・げたなどはきものo（59．7）
子供の寝具×（5711）　予備のティッシュペーパー。（59．0）50 アイロンがけ用具×　　　（52．6）
子供の衣類。（56．4）掃除用具。（58．4） 大工道具。（50．7）
予備の洗剤・石けん×（54．7）
しょうゆなど調味料ストック。（57．7）

食器類（使わない）　（49．4） 40 食器類　（49．4）

しまう時見えた方が良いとするものも多い。（見えた方が良いが多い）
見えても良いとするものも多いX（見えても良いとするものが多い）

表II－7－2 生活用品の動作的収納相の志向

晶　　　目　　　（％）

親・子の整髪・化粧用品（98．7），くつ・げたなどのはきもの（98．7）
掃除道具（98．7），親の衣類（97．4），子供の衣類（93．6）
文房具・学習用具，アイロンがけ用具（93．6）

すぐとりだせないと子供の寝具，医薬用品（92．3），裁縫用具（92．2），親の寝具（89．9）
困まる晶目 本・雑誌（73．7），予備トイレットペーパー（75．6），缶詰などストック食品（72．7）

しょうゆなど調味料ストック（71．4）
予備の石けん・洗剤（69．7），予備のティッシュペーパー（66．7）
大工道具（45．3），和服類（40．6）

多少とり出し 子の寝具電（56．0），親の寝具電（55．7），親の衣類摩〕（51．9）
にくくても良い品目子の衣類観（48．7），くつ・げたなどはきもの電（49．4）

客用寝具（37．O），＊食器類（使わない）（45．5）

困難でも場所がわか着なくなった古着（82．2），季節外のストーブなど（57．9），＊食器類（使わない）（45．5）
っていれば良い晶目調理器具（使わない）（48，7），古雑誌・新聞（40．8）
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節外の個人生活用品であり，古着，季節外の電気製品，

古雑誌・古新聞，当分使うあてのない食器・調理器具な

ど日常的に使わないものは，困難でも場所がわかってい

れば良いものとしてとらえられているというのが一般的

傾向である。

　§6．本章のまとめ

　本章は，収納空間のシステムの型分けを行うにあたり，

住宅内の収納空問の実態調査から収納空問の量的，形態

的，位置的な基礎的条件を確立しようとするものである。

以下にその結果をまとめる。

1．対象住宅の収納空間の平均面積は27．02m・，平均容積

は36．86m3であり，収納容積は住戸容積の約1割にあた

る。なお〈建物の収納部〉と〈つくりつけ家具〉による

平均収納面積は（17．35m2），第4期5ヶ年計画（建設省）

の答串案の一般型誘導居住水準の6人家族（住戸専用面

積164m2）の場合の推奨収納面積とほぽ等しい。

2．各収納空問の収納面積，箇所数に対しては，満足し

ているものが多い。しかし収納空問量と評価の問には比

例関係はあまりみられない。これは居住者が＜建物の収

納部〉については感覚的にもとらえやすいが，＜つくりつ

け家具〉や＜収納家具〉などについては，とらえにくい

という結果のあらわれと思われる。

3．蚊納空間の住宅内での配置のされ方は，生活空間を

基準にまとめるとI－V型にわけられる。中でも個人生

活空問に集中して配置するI型が最も多い。しかし調査

対象の住宅特性を反映して通路空問，予備的空間に収納

空間が多くつけられている住戸も多い。

4．収納空問の配置型に対する志向は，日常良くつかう

ものは分散型（各部屋），普段使用しないものは集中型（納

戸）志向が多い。住宅内の収納空問そのものも納戸をと

るより，各自の部屋に十分収納空問をとる分散型志向が

強い。

5．生活用品とその収納場所との関係は，一応ものが使

用される場所に収納する一致型がどの品目に関しても現

状および希望ともに多くなっている。しかし家事労働用

品，医薬用品については各家庭により様々で，その場所

は一定していない。

6．生活用品とその収納相との関係は，全体的には収容

型が多いが，露出型傾向のものもある。また視覚的には

見えない方が良いとする品目が多いが，ものによっては

見えた方が良いとするものもある。さらに動作的には家

事労働用品，教養のための用品，個人生活用品の大半は

すぐとり出せないと困るものであるのに対し，困難でも

場所がわかっていれば良いとするものもあり（季節外用

品，当分使うあてのない台所用品など），ものによって若

干差がみられる。

　したがって，収納の場所やされ方の一定していないも

のについて，今後さらに追究していくことが必要である。

m．結章一収納空間計画論へのアプローチー

　§1．生活用品保有量と収納空間保有1の関係（略記）

1．収納空問量の吟味

　前章は女子大学生の住宅を対象として論じたが，本章

では工業大学生の住宅を対象として前章でえられた結果

を再検する。前者と同様に核家族の都市型純住宅のみを

採り約75件を対象とした。この住宅延べ面積の平均値は

前者に比して小さくなり，その分布は1ランク下位を示

すが，住戸容積に対する収納空間総容積の比率はほとん

ど変化しない、：

　また，住宅延べ容積に対する建築部収納空間容積およ

び家具収納空間容積の分布をみると，建築部収納空間と

住宅延べ容積は順相関を示すが，家具収納容積は必ずし

も順相関を示さず，第1章で述べた住宅延べ面積と家具

の保有個数を示す女子大学生の住宅の場合とは違った傾

向がみられた。

2．生活用品保有量の多寡と収納空間との関係

　一般には生活用品保有量ΣQ。に対応して，ある比率γ

をもって総収納空間ΣVゴが設置される。ここに収納空間

の総量は建築部収納空問ΣV1，家具収納空間ΣV。および

戸外収納空問V。の総和に対応する，すなわち

　　　ΣQR＝γ（ΣV1＋ΣV。十V。）＝γΣV‘

いま保有量のランクが違う場合，収納相とも関係するγ

の平均値が一定と仮定して，建築部収納空間と家具収納

空間にかかる負担に差異があるかを検討する。

　前研究IV，§3．に関連した保有パターン（A～F6段階）

における保有品目内容より，パターンD，E，Fにおけ

る代表的品目を選定し，その保有の有無を収納空間調査

の対象として工業大学生の家庭で実施し，約40件の有効回

答を得た。これを保有量が第4ランクを示すDランクと，

最大を示すFランクに分類し，住宅面積別にその分布を

求め（図省略），ΣVfとの関係をみる。これより保有量が

中位の住宅では住宅面積にかかわらず全収納空間量はほ

とんど一定した価をとる。このことは住宅面積が小にな

るほど家具収納空問が大になることを意味している。一

方，保有量が最高位の住宅では住宅面積と全収納空間量

は明らかに順相関を示す。これは住宅面積の小なる住宅

においては混乱をきたしていることを意味し，この場合

はγ値を一定におけない事態をきたしていると考察で
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きる。

　§2．収納システムの法則性

　本節は主として前章のデータを用いて構成する。

1．使用者（人11と収納物（モノ）との関係における収

納の法則性（表示略）

　収納物が個人の専用使用か共同使用かによってそれぞ

れ個室あるいは夫婦寝室，または共用空間に収納される。

近時にはその法則性はより強い傾向をもってきている。

2．使用時期（時）と収納物（モノ）との関係における

収納の法則性（表示略）

　一般に取得されてきた総量（インプット量）と消費・

棄却されてきた総量（アウトプット量）との差が収納量

（ストレーヂ量）となる。いづれの収納物も時系をふま

えているが，収納物には一時の使用によって大部分の機

能を消失するが，生活との関連によってなお収納される

通過性のもの（例えば古新聞，古着等）と，周期的使用

され収納される周期性のものがある。

　通過性のものは納戸，戸外倉庫に収納され，一般の収

納物と異った収納相を示すのが一般である。

　周期性のものは大別すれば日周期，週周期，月周期，

年周期等に分類しうるが，柱時計・飾り皿等周期が非常

に長く使用されはなしのものもある（このようなモノは

収納上の問題は希薄である）。一般に使用周期の短いもの

ほど，使用場所近辺で収納され，使用周期の長いものほ

ど，納戸や予備空間に収納される法則性がある。

3．使用場所（空間）と収納物（モノ）との関係におけ

　　る収納の法則性

　調理器具が台所に収納され，わが国の生活様式では下

足のはきかえが玄関で行われるので，靴等が玄関廻りに

収納される。この法則性は他に比して決定的であるが，

他の法則性と重なる場合は絶対的なものとなる。

4．収納相（収納のされ方）と収納物（モノ）との関係

　　における法則性

　収納物によって収納のされ方に差違を生じる。一般に

貴重品や保蔵により損害をうける衣類等は厳重に収納さ

れ，先に述べた古新聞や空びん，古着等は放置される程

度のラフな収納がなされる。

　§3．生活用品収納のVolume変換

　本節は食生活用品，衣生活用品，住生活用品，その他

用品について，その保有量の標準に応じてそれらの容積

を提示する（別冊論文参照；本梗概では省略）。

§4．収納空間標準化へのアプローチ

　第I章に示した3タイプの住宅を典型例として，収納

システムに対応した収納空間を算出提示して，標準化へ

のアプローチを示す（別冊論文参照，本梗概では省略）。
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序

　昭和30年代の前半から昭和50年代の前半にわたるわが

国の生活技術・生活文化の変容著しい時期の前後におけ

る農村住宅とその住生活の諸側面での部屋などの使われ

方の変容動向を，とくに住生活財の保有とその導入・定

着の経過に着目して探ろうとする。すなわち，住生活財

の導入と集積の側面から住生活の手段体系の変化の方向

を把握する。ここではその変化の規則性の一端を解析し，

物質的な側面から住生活の様式的な要素が変容する傾向

を追究する。

　本報では，和歌山県の日高川中流に位置する表題の集

落の農村住宅（以下，対象住宅）の集約的な実態調査（以

下＜本調査〉注1))を基に，剖列的に，①住宅内空間の展開

の規則性，とくに部屋などの空間的な分化と統合の経緯

を共時的に明らかにして，その要因を空間形成に関与す

るとみられる日常的生活における部屋の使われ方とその

変容動向から探る。また②住宅内空間の発展段階におけ

る居住形態の展開を〈住生活財〉注｛2〕の置かれ方との関係

から解明し，とくに③日常的な生活諸過程におけるモノ

の収納のされ方とその変化過程をとりあげ，それと住宅

内空間の構成変化との関係に内在する生活的意味を考察

する。以上は，部屋などとその使われ方との間にみられ

る矛盾関係の表出と充足の過程を，主屋・別棟など部屋

を含む棟の平面構成とその型式の展開との関係として説

明する。

　1．住宅内空間の構成とその展開

　対象住宅の主屋の典型となる平面構成（間取り）の型

式は「四間取り」（「田の字型」）および「三間取り」（「喰

い違い三間取り型」注｛3〕）であり，その部屋配列を保ち主に

土間部分の内側が床上となる建築更新が，昭和40年代の
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後半期以降に著しく進んでいる。

　日常的な住宅内生活に対応する空間形成には原初の平

面の構成（以下，「原初型」注〔4））に強く関係するとみられ

る空間分化の規則一性が継承され，とくに床上部分の部屋

の配列およびしつらえは，内側での家族生活および個人

（夫婦）の生活と表側での生活（主として日常的な接客

生活）との場的な分離を保ち，表側の2室を分ける規則

性を内在して成立している。また土間部分の床上化およ

び付属棟への部屋部分の拡大に伴って，日常的生活の諸

機能が主屋床上部分から分化し移行する変化が徐々に進

行している。

　主屋の床上部分の部屋では，明治期以降の時期に，緩

やかに居住室としてのしつらえ（室内仕様）が整えられ

る空間形成の過程を見い出すことができる。とくに「四

間取り」の表側では，非日常の生活に準備されていると

推測され，座敷様に同一化する空間形成プ戸志向されてお

り，一部では二間続きとなる変化が昭和30年以降の時期

に緩やかに進行している。しかしながら原初の間取り形

式のもとで成立していたとみられる床上部分の部屋など

の機能の分化は住宅内空間の構成変化の後も顕著でな

く，表側と内側との部屋および表側の2室を分ける規則

性をもつ，日常的生活での部屋の使われ方に応じた空間

形成（室内仕様など）が優越していると考えられる。こ

れは，主屋の床上部分において，日常的な生活に対応す

る部屋の機能が，住宅内空間の展開が先進している地域

の事例に比べれば，未分化に保たれていることを要因の

一部としていることより確かめられる注｛5〕。

　2．住生活財の導入と部屋などの機能の変容

　農村住宅における〈住生活財〉の導入は，農家の所得

が農外所得に比重を移し始めた昭和40年以降に顕著にな

り，①都市部の勤労者世帯と農家世帯との間の家財家具

購入の消費水準の較差は都市部の専用住宅を大きく越え

た農村住宅の家具保有数量として現象しており，②旧来

の住宅形式に規定された住生活の様式を一部にうけつ

ぎ，それを基とする側面を保ちつつ，多面的に室内に〈住

生活財〉を設置し部屋をしつらえる傾向が進展している，

また③個人（夫婦）生活行為・家族生活行為・日常的接

客行為に機能する空間の形成は建築更新に重なる＜住生

活財〉の導入によって促進されている注〔6〕。

　対象住宅の〈住生活財＞の導入時期は昭和40年代の前

半から著しくなり，経済の「高度成長期」に重なり50年

代の後半を頂点として現在にいたっている。それらの＜住

生活財〉は，主屋に約70％が置かれているが，住宅内空

間の展開とくに土間部分の改1変に伴い，主屋のダイドコ

および床上化された土間部分の表側の部屋への導入が著

しい。また別棟の部屋には保有されている＜住生活財〉

の約30％が置かれているが，これは主に個人（夫婦）生

活に対応したものとみられる。

　共時的にみた住宅内空間の展開と〈住生活財〉の導入

動向とは関係している。すなわち，「原初型」の土間部分

の構成が保たれ維持されている段階（段階1）および土

間部分の表側または内側の一部が床上化される段階（段

階2）と土間部分の内側が床上化される段階（段階3）

とを比較すると，＜住生活財〉の保有数量は一住宅あたり

約1．4倍に増加している。またそれらが主屋に置かれる傾

向はわずかに進んでいる。分類別にみると，＜収納家

具注〔7）〉は土間の床上化の進展に伴い主屋に比重をおいて

置かれるようになり，〈住生活財〉をしつらえた部屋の収

納機能は主屋の各部屋に集積されている。なおこの傾向

は別棟に部屋部分が設けられ個別の生活領域の拡充が進

んでも変わっていない。また〈非収納家具注（8）〉は約70％

が主屋に置かれている。

　主屋における部屋などの使われ方とそれに応じた〈住

生活財〉の置かれ方は，住宅内空間が展開する過程でみ

れば，次の規則一性を内在している，と考えられる。

　（1）＜住生活財〉の置かれ方は，①床上と土間の内側に

集中して置かれる型（内側配置系；A系列）および②床

上部分の内側と土間部分とに置かれる型（床上部分内

側・土間部分配置系；B系列）とが代表的である。

　　＜住生活財〉が置かれる位置は，土間部分の床上化に

伴って主屋の内側に集中化している。すなわち土間部分

の床上化が進展していない段階（段階1・段階2）では

B系列の配置型が，また土間部分の内側が床上化される

にいたった段階（段階3）ではA系列の配置型が選ばれ

ている。これは家族生活行為の場が表側から分離されて，

食事・炊事に使われる＜住生活財〉が土間の内側で床上

化した食事・炊事空間に集積されたものである。

　（2）日常的な接客機能の一部は〈住生活財〉の設置を伴

う空間形成を志向して「原初型」の床上部分から土間部

分の表側へと分化・移行している。床上部分の表側の部

屋は「原初型」では日常的な接客行為に対応した空間で

あるが，ここに＜住生活財〉が設置される傾向は概して

みれば顕著ではない。また土間部分の表側では床上化が

進展していない段階で，すでに土間面に家具を置いて接

客生活行為に対応する空間がしつらえられており，床上

化すると〈住生活財〉が導入され専用の接客空間が形成

されるようになる。

　（3）土間部分の表側が床上となっていない段階（段階

1・段階2・段階3）では，床上部分の部屋および土間

に＜住生活財〉が分散した置かれ方が一部に認められる。

これは表側空間が接客（日常的）に加えて家族生活・家

事生活・更衣などの行為に対応し，かつ収納の機能の一

部を分担した使われ方の表れであり，上述のごとく土間

の床上化が進むと，日常的生活の諸過程に対応して〈住

生活財＞の置き場所は床上部分の内側と床上化された土
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間部分に集中して置かれるように変わっている。

　（4）昭和30年以前の時期において，対象住宅の〈住生活

財〉は，食事・炊事に使われるものを主体として保有さ

れ，それらは土間部分の内側の炊事場に置かれていたも

のと推測される。また＜住生活財〉の室内設置によって

部屋を機能づける使われ方は，この時期では顕著でな

かったものと考えられる。その後に食事行為に対応する

空間はダイドコ；床上の内側・土間側の部屋から土

間へと移り，一体となった食事・炊事空間を形成するよ

うに展開している（後述）が，それにつれてダイドコは

〈住生活財〉を導入し，団らん・休息のほかに接客（親

しい間柄の）・家事などにも使われる，多面的な生活行為

に対応する空間として整えられている。またナンド（床

上の内側・奥側の部屋）は就寝と更衣とに機能するよう

になっている。

　3．日常的生活の生活諸過程に関係する住生活財の置

　　　かれ方および収納のされ方とその生活的意味

　3－1　食事・炊事・配膳などの生活諸過程に関係す

　　　　　る＜住生活財〉の配置と収納空間の構成注〔9）

　対象住宅では，床上部分の部屋配列を保ち，主に土間

の内側が床上となる建築更新が昭和40年代の後半期以降

に著しく進行している。それらは，床上の食事・炊事空

間の形成を主たる要因として行われ，食事空間および炊

事空間の一体化を志向したものである。

　この時期における食事のしかた（姿勢）の様式的な側

面での転換は，食事・炊事行為に対応して部屋などの機

能が分化され統含される展開に強く関係しており，従前

より継続してきた土間面での生活を農家の住宅内空間か

ら後退させる要因の一部になっている。その転換の過程

を共時的にみると，①床上化前の時期では食事空間と炊

事空間とが一体化され，食事空間が床上の部屋（ダイド

コ）から土間部分の内側に移って食事のしかた（姿勢）

の椅子坐化が進み，その後に②食事のしかたが椅子坐に

保たれたまま土間部分の建築更新を契機として床上の食

事・炊事空間となる，ような変化の過程における規則性

が認められる。すなわち昭和40年代の前半期までは床坐

と椅子坐とが相半ばしており，昭和30年代で典型となっ

ていた，①ダイドコ（「原初型」における床上の内側空間

土間側の部屋）が床坐の食事空間となり，炊事空間はこ

れとは分離して土間に置かれる使われ方，および②土間

で食事空間と炊事空間とが重なる使われ方は，昭和50年

代の後半期になると③食事・炊事空間が床上で一体とな

るように変わっており，その形式が一般化されるに至っ

ている。これより土間が床上化して日常的な家庭生活行

為が床上に移る以前に，椅子に腰かけてする食事のしか

たは成立していたものと考えられる。

　また主屋の外部（表庭・裏庭）にもひろがっていた炊

事の諸行為（材料処理，食品・調理具の洗い場）の場お

よび主屋・別棟・付属建物に分散していた食品（米，野

莱など）の収納場所は主屋内側の炊事場に集中化される

傾向にある。
　　　　　　　　　　　　　　　　土間が床上化される時期からは，食事・炊事空間およ

び食事・炊事に関わる＜住生活財〉などの生活の手段体

系の構成のされ方，と②食事・炊事行為の様式的な側面

とは，昭和40年代を境にして前後でその様相を異にし発

展している，と考えられる。

　なお，団らん（家族が集まってくつろぐ）および食事

に使われ土間の炊事空間とつながって機能していたダイ

ドコは，食事のしかたが様式的に転換されて食事・炊事

空間の一体化が進むと，テレビ・炬燵などが置かれ団ら

ん行為などに対応する空間となっている。

　食事・炊事空間に関係したモノの収納方式（しまわれ

方）は，昭和40年代の後半期に，建築化された収納部・

造りつけの収納部への収納から収納家具を使うように著

しく転換している。またそれは，以下のごとく住宅内空

間の構成変化の間接的な要因の一部になっていることが

認められる。

　（1）食品材料（米・乾物などの保存食品類）の置き場所

をみると，「原初型」で使われていた建築化された収納部

（ニワグラ・ネズミイラズなど）は，土間の表側または

内側の床上化に伴う建築更新によって次第に滅失してお

り，収納家具または造りつけの収納部に替わっている。

（2）食器類・調理器具についてみると，①日常的に家族の

食事に使う食器類および日常の接客に使う食器類は造り

つけの棚・戸棚など1こ置かれる方式から収納家具（水屋・

食器棚）に収納されるようになり，主な置き場所が転換

されている，また②調理器具類は炊事場が床上になると

炊事場の流しの下に置かれる例も一部にみられるが，食

事・炊事空間の位置（床上・土間）に関わらずに棚・吊

戸棚に露出して置かれる方式が「原初型」から継承され

ている。

　（3）食品・材料の保存のしかたの変化に関係した，炊事

における材料の処理方式および食品・調理器具などの後

処理のしかたの変化は，床上化した炊事空間の形成を可

能にする一要因となっている。すなわち材料の処理には，

主屋の土間の内側の炊事場および屋外の流し・カド（主

屋の表庭）が使われてきたが，その過程は屋内の土間面・

屋外の流しと床上の炊事場との間で分離されるように変

わってきている。それは食事・炊事に使われる住生活の

手段体系の転換（例えば「冷蔵庫」の導入など）による

食品の保存・収納のされ方の変化を要因の一部としてい

る。

　（4）炊事行為に対応する空間は，主屋の土間部分・続棟・

カド（表庭）・セド（裏庭）など床上と土間に拡がって，

日常・非日常の生活の様々な場面でその場所を選んで使
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われてきた。しかしながら，それらは「原初型」の土間

の内側に位置し，日常的な家庭生活における炊事行為に

応じたものに転換される傾向にある。それは，たとえば，

通過儀礼（主に葬送儀礼）における葬式組などの手伝い

の人々の食事・会食や農業経営の伸間組の寄りあい・会

食に使われる道具類（食器など）の収納と保管および材

料処理・調理・もりつけ・配膳・後処理などの炊事過程

が住宅内で行われずに集落レベルで公民館（集会所）を

使ってなされるようになり，非日常的に行われる住宅内

生活の一部の社会化が促進されたことに影響されている

と考えられる。しかしながら正月・盆などの年中行事に

使われる道具類は，対象集落のほとんど全戸に保有・収

納されている。その一部は水屋など日常的に使われる収

納部分に置かれるが，多くは「原初型」から保たれてい

る倉・納屋および主屋のニワグラ・ネズミイラズなどに

収納されている。これより非日常的生活の食事・炊事に

関係した収納部分は「原初型」の構成が保たれ継承され

る側面が認められる。ここでの検討は日常的生活・非日

常的生活で使われる食事・炊事に関係した＜住生活財〉

（道具類）の保有の実態と収納のされ方から食事・炊事

空間と収納部分の構成変化の要因の一部をみたものであ

る。日常的・非日常的生活における住宅内空間の使われ

方と〈住生活財〉の置かれ方との関係から表層に表れた

食事・炊事空間の構成とそれを統轄している体系を探る

ための追究が今後に重ねて必要となる。

　3－2　更衣を中心にみた生活過程に関係する＜住生

　　　　　活財〉の配置と収納空間の構成注（10〕

　更衣を中心に食事・入浴などの生活過程における部屋

などの使われ方から，前述の住宅内空間の構成変化の要

因となっているとみられる生活的条件を遺究する。以下

に結果の一部を要約する。

　（1）更衣の型

　農村住宅の使われ方を更衣からとりあげた既研究は少

ないが，昭和30年代前の調査注｛1l）では，「野良着に着替え

るのは起きるとすぐというのが非常に多い」とされ，寝

間着から野良着に更衣するのが普通である。また普段着

の着衣例は報告されていない。〈本調査〉では，普段着を

着衣して行う行為の範囲が，これに比べて拡がっている。

これは対象とする生活の変容期での農家の住宅内におけ

る衣生活の著しい転換点と考えられる。

　「起床から外出まで」の生活過程における行為の型注｛12）

は，共時的にみた住宅内空間の展開動向と関係している。

すなわち，①「原初型」の土間部分の構成が保たれ維持

されているか，土間部分の表側・内側の一部が床上化さ

れる段階では，起床の直後に寝間着から普段着に更衣し，

その後に野良着に着替える型（表・略、更衣①一更衣②）

と寝間着から野良着に着替える型（同，更衣③）とが相

半ばしている。また②土間部分の内側が床上の食事・炊

事空間となる段階では前者が多い。これは「原初型」の

床上部分と土間部分とにまたがっていた家族生活空間が

改変され，床上の生活空間が拡大して，野良着の生活が

排除されたものと考えられる。さらに，③土間部分の内

側につづいて表側が床上となる段階では，後者が選ばれ

ている。

　「帰宅から就寝まで」の生活過程では，更衣の型は土

間の床上化と関係していない。すなわち，帰宅後に野良

着から普段着に着替え，その後に食事・入浴と前後して

寝間着に着替える型（更衣④一更衣⑤）が選ばれている。

また寝間着に直接着替える型（更衣⑧）は少数に認めら

れる。

　（2）更衣における住宅内空間の使われ方

　主屋床上部分の内側のナンドおよびダイドコは，寝間

着・普段着を着衣する生活と野良着を着衣する生活とが

接する空間として位置している。寝間着から普段着への

更衣（または普段着から寝間着への）は，主屋床上部分

の内側のナンドで行われており，その一部には隣接する

ダイドコが使われている。また続棟・別棟の部屋が更衣

空間となる割列がある。さらに概してみれば，ダイドコ

は寝間着から野良着への更衣の場であり，ナンドは野良

着から普段着への更衣の場になっている。なお，野良着

と普段着・寝間着との間の更衣には，ダイドコのほかに

土間の風呂の脱衣場・ニワ（土間の通路部分）などの土

間部分および続棟・別棟が使われている。衣類の置き場

（収納場所二）をみると，寝間着・普段着はともにナンド

に置かれるのが一般的であり，行為の場と関係して続

棟・別棟にも置かれている。すなわち更衣・装身に使わ

れる＜住生活財〉は主屋と別棟とに並置され家族の生活

集団の就寝空間に重なって配置されといる。住宅内空間

の展開（土間の床上化）とともに，一部の住宅では，①

寝間着から普段着への更衣（更衣①）の場は主屋床上部

分の内側から表側へ移り，②普段着・寝間着と野良着と

の更衣（更衣⑫），更衣③）の場は土間部分から床上部分

または主屋の外部〔カド（表庭）・ウラ（主屋の裏側）〕

へ移る，などの行為の場の変化が少数ながら確かめられ

る。

　ムラ（旧村）の内部への外出の一部および最寄の市街

中心（御坊市）への日常的な所用による外出は，外出着

への更衣を伴っている。それら普段着と外出着との間の

更衣は，主屋の床．上部分の内側の部屋（ナンド・ダイド

コ）で行われ，一部では表側の部屋（オク・オモテ）が

使われる。

　これらの更衣を中心にみた対象事例の生活過程におい

て，主屋床上部分の表側の部屋（オク・オモテ）が更衣

の場・衣類の置き場となる使われ方は一部を除いて認め

られない。
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○；＜住生活財〉が住宅内空間の他の部分に比較して集中して置かれていることが認められる部屋などの位置
口；床上部分（段階2では土間の表側および内側の一部の床上化された部分，段階3では土聞の表側の一部で床上化されている部分の表現を略してい

　　　　　る。）

　は土閻の床上化の段階（段階1から段階4へと発展するものと推測される）および部屋の使われカの展開カ向（食事の仕カと食事・炊事空問構成
　の変化）から椎測される＜住生活財＞の置き場所の型・系列とその発展カ向（119はA1またはA3からA2へ118はB3，B1，B2のいずれか

　からB4へ発展していることが推測されるが図中では煩雑をさけ省略している）。
A型（A1型，A2型．A3型．A4型），B型（B1型，B2型．B3型，B4型工C型．D型，E型は＜住生活財＞の主たる配かれ場所（「原初型」の床
上部分の部屋一表側1・4．内側2・3－r原初型」の土闘部分の表側または内側）から分類したく住生活財＞の配置型。
A1型，A2型，B2型．B4型，E型など右上にoを付けた型は「原初型」の土間の内側部分が床上化して、段階112〕のA1，A2，B2，B4，

Eと同じく＜住生活財＞の配置型を保っているもの。
同じく．B1型．B3型．C型，D型などの右上に△を付けた型は「原初型」の土間部分のすべてが床上化して段階112〕のB1型．B3型．C型．D

型と同じ＜住生活財＞の配置型を保っているもの。
＜住生活財＞の配置型の下部に付した記入数字は該当する住宅番号とその住宅にみられる食事・炊事における部屋の使かれカの型（図）。

　　　　　　　　　　　　　　　図　住宅内空間の展開と＜住生活財〉の置かれ方

　以上より，日常的生活での部屋などの使われ方に対応

した空間形成は，更衣を中心にみた生活過程からみれば，

主屋の床上部分において個人（夫婦）生活・家族生活に

関係した行為の場が表側空間の生活と隔離される規則性

を保っている，ことが検証できる。この空間分化の規則

性は「原初型」の構成原理の一部と推測され，それが保

たれ存続されていることがわかる。

　寝間着・野良着・普段着を着衣して行う生活とそれら

の着衣を替える更衣・装身行為が連鎖する生活過程にお

いて，行為の場の構成は個人生活および家族生活の空間

的な領域構成と関係している。すなわち床上の生活空間

が拡がるにつれて野良着を着衣する生活は床上部分から
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排除されるようになり，更衣の場と衣類の置き場所（収

納場所）は主屋のナンド・ダイドコおよび別棟の部屋な

どに統合される傾向にある。

　3－3　世代間居住の形態に関係する〈住生活財〉の

　　　　　配置と収納空間の構成注（13〕

　既研究注14〕では，①農村住宅の住宅内空間の構成変化

に伴う部屋部分の拡大が家族構成の変化に対応する一面

をもっており，就寝形態（寝方）からみれば世代間の生

活集団が相互に独立する空間的な生活領域の形成が行わ

れている，②それは原初となる住宅内空間構成のもとで

成立していた個人（夫婦）生活に対応する部屋の機能の

分化と移行とを志向している，とのみかたを事例的に示

している。

　本稿では，さらに①家族成員による生活集団の構成と

就寝時における生活領域の形成過程とを探り，②住宅内

空間の発展段階でみた世代間の居住形態の展開動向を追

究する。また，それに関係した＜住生活財〉の置かれ方

とその変化過程をとりあげ，世代間の生活集団における

住宅内生活の変容過程の一端を探る。さらに③とくに老

年者および子供の生活集団の日常的生活における部屋な

どの使われ方に着目して，上述の住宅内空間の構成変化

の要因となっているとみられる生活的条件の一部を追究

する。

　（1）農家家族の生活集団と生活領域の形成

　対象住宅の居住棟（部屋の位置する棟）は，主屋およ

び別棟・続棟からなる構成が「原初型」から継承されて

おり典型となっている。また建築時以降に行われた建築

更新は，その構成を基にして住宅内空間の拡充を意図し

たものと考えられる。

　就寝時の部屋の使われ方からみれば，①老若二夫婦を

含む家族では，若夫婦は主屋のナンドに老夫婦は別棟の

部屋に生活領域を分ける形態が典型となっている，②主

屋の内側のナンドは家庭生活の中心と認められる夫婦の

生活領域となっている，③就寝空間には主屋のナンドお

よび別棟の部屋が使われており，他の部屋が使われる形

態は例外的である，④親夫婦・主夫婦・子夫婦・成人の

子供の生活集団の生活領域は空間的に相互に独立して形

成されている，などの規則性を見い出すことができる。

　昭和30年代以降の時期に更新された住宅内空間は，「原

初型」の居住棟の構成に保たれているとみられる，主屋

の内側のナンドと別棟・続棟とで二世代の夫婦の就寝時

における生活領域を分ける規則性を継承している。この

時期にみられる部屋部分の拡大は，この規則性を基にし

て各生活集団の生活領域を確立して個人（夫婦）生活空

間の拡充を計りつつ，主屋の内側空間での個人（夫婦）

生活を表側空間から分離する傾向の促進を志向したも

の，と考えられる。

　（2）世代間における部屋などの使われ方とその展開

　対象住宅の＜住生活財〉の置き場所は，主屋を中心に

家庭生活行為の場的な拡がりに対応しているが，①主夫

婦の就寝時における生活領域の位置の影響を受け，②子

夫婦・主夫婦の就寝空間が別棟に置かれる場合は，主屋

から別棟に比重を移している。すなわち夫婦（主夫婦・

子夫婦）の生活集団の生活領域の形成は，住宅内空間で

の＜住生活財〉の置かれ方に作用している。

　食事・炊事空間は，個人（夫婦）生活集団の生活領域

が主屋から別棟に拡充されても主屋の内側にとどまり，

「原初型」の位置を継承している。また炊事空間は別棟

に備えられないのが一般的である。すなわち子夫婦・親

夫婦の別棟での生活領域の形成は，家庭生活全体にわた

る部屋の使われ方とその場的構成についての完結性を志

向したものではない。複数の世代の夫婦が同居する家族

が食事・炊事行為の場を主屋と別棟とで分ける形態は少

数にみられるのみである。

　就寝行為のほかに多様に展開される個人（夫婦）生活

および休息に使われる空間は，ダイドコを中心にオモテ

　（主屋の表側空間）や別棟の部屋に拡がっており，それ

は生活集団の就寝時における生活領域が形成されている

位置と関係している。しかしながら家族成員あるいはそ

の生活集団が夕食前・夕食後に団らん（家族が集まって

くつろぐ）と前後して過ごす空間には老夫婦の一部を除

けば主屋が使われている。なお，団らん・休一害、に使われ

る＜住生活財〉は主屋に集積して置かれる傾向が認めら

れる。

　「原初型」から継承されてきた就寝生活の様式は主屋

の床上部分で保たれており，様式的な側面での不連続な

転換は別棟で受け止められている，と考えられる。すな

わち就寝に使われる＜住生活財〉（ベッドなど）は約60％

が別棟の部屋に置かれている。主に主夫婦が就寝するナ

ンドの就寝様式は，布団を用いる床坐をとり，「原初型」

から変わっていない。これに比べて，別棟・続棟の老夫

婦・成人の子供などの就寝空間には，「ベッド」が導入さ

れており起居の姿勢（起居様式）は一部で転換されてい

る。

　主屋と別棟（続棟）の部屋での就寝時における生活領

域の形成は，個人（夫婦）生活の多面的な展開に応じて

空間機能の充足を計ったものである。これは，①更衣・

装身に使われる＜住生活財＞が住宅内空間の展開に関係

せずに主屋と別棟とに並置されていること，②それらの

置き場所は家族の生活集団の就寝空間に重なっており，

趣味・創作，勉強などの個人生活に使われるとみられる

〈住生活財〉にも，これと同様の置かれ方が認められる

こと，などより実証できる。

　昭和30年代以降の時期に，家族成員の生活領域は，主

屋・別棟における部屋部分の拡大を伴い，個人（夫婦）
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 生活における多面的な生活行為と空間との対応について

 の完結性を保つ志向性をもって形成されている。また家

 族生活空間は，土間の床上化や住生活の様式的側面での

 転換を内包して主屋の内側からその位置を変えていな

 い。これらの家族生活および個人（夫婦）生活に対応し

 た住宅内空間の展開についての規則性は，「原初型」の世

 代問居住にみられる住宅内空間の構成原理を一部に継承

 しながら，現代化する生活の諸側面での要求に応じたも

 のと考えられる。

 　結
 　農村住宅では，農家の所得が農外所得に比重を移し始

 めた昭和40年以後の時期に住生活財の導入が顕著となる

 傾向にある。また主屋の土間部分の床上化および別棟・

 続棟での部屋部分の拡大など住宅内空間の展開に伴って

 住宅規模を拡大し，日常的生活の諸過程における部屋の

 使われ方の変化に対応して多面的に住生活財を導入する

 空間機能の形成が近年において顕著に表れてきている。

 　本稿では，昭和30年以降の時期における住生活財の導

 入動向および住宅の建築的構成の変化をとりあげ，いわ

 ゆる「生活革新」によって導入された住生活財による住

 生活の手段体系の部分的な変化による部屋の使われ方の

 変容とそれに対応した空間形成の定着経過を，①食事・

 炊事・配膳などの生活過程，②更衣を中心にみた生活過

 程，③世代間居住，などの日常的生活の諸過程から事例

 的に追究した。
 　対象とする農村住宅では，「原初型」の住宅内空間を形

 成する平面の構成原理がとくに主屋の床上部分において

 保たれ継承される傾向が認められる。また「原初型」の

 土間部分および別棟・続棟などで改変・拡大された部屋

 では，現代化する生活の諸側面に対応した空間形成が＜住

 生活財〉の導入・設置によって促進されている。またそ

 れは主屋の床上部分の部屋配列や室内のしつらえを継承

 し保つ要因ともなっている。
 　以上より，「高度経済成長期」における生活の変容が帰

 結的に表れ昭和40年代以降に形成された，農村住宅の住

 宅内空間の構成は，家族の構成員問で変化する部屋の使

 われ方および日常的生活の諸過程にみられる生活行為の

 変容を内包して，1つの型として成立していることを指

 摘する。なお，この時期における住宅の更新は，住生活

 財の導入に起因し住生活の手段体系に内包される矛盾の

 解決を一要因としている。住生活財の導入・定着から建

 築更新が促進される住生活の手段体系の変化には，昭和

 30年以降に定型化した過程が見い出せる。

 〈注〉
 （1）和歌山県日高郡中津村船津（総戸数140戸，総農家数100戸，農
 家人口385人のうち農業就業人口129人）の農村住宅116戸を対象に
 39戸を実態調査。期間は昭和59年8月の第一次調査から現在に及
 んでいる。対象集落は畿内南部地域の周辺の剖列としてとりあげ
 た。先行研究における歴史的にみて先進的な地域の割列に比べる
 と，表層に表れた生活の変容が緩やかであり，住宅および住生活
 について進展度の異なる資料が得られることも選定理由の一つで

 ある。
 （2）住宅内空間で採取した家具・道具類および電気・ガス機器類（詳
 細は略）。
 （3）近畿の四間取りの祖形と考えられている型。基本平面は四間取
 リのクチノマのない間取りで，ダイドコが土間に突出し，表には
 ザシキー室，裏にはダイドコとナンドを設ける。従って，三室は
 互いに喰い違う〔林野全孝『近畿の民家』（相模書房），昭和55年，
 188頁，213頁，244頁による〕。
 （4）対象住宅の採取平面から建築時以降の更新部分を除き建築時の
 状態に復原した主屋・別棟の平面。概してみれば昭和30年削の状
 態を表しうる。
 （5）一部は，塩谷寿翁「住宅内部の空間構成の変化と日常的生活に
 おける部屋の使われ方からみたその要因（和歌山県日高郡中津村
 船津の場合）一畿内およびその周辺における農村住宅の発展と住
 生活の変容過程に関する研究」「日本建築学会近畿支部研究報告
 集」第26号，昭和61年5月，417～420頁，などとして公表した。
 （6）塩谷寿翁「住宅の建築的構成と部屋の使われ方の変容に関する
 研究」，昭和58年，497～502頁。
 （7〕収納のみに用いる家具など（例えば和箪笥など）。
 （8)収納性能を持たない家具など（例えばソファなど）。
 （9〕塩谷寿翁「住宅内空間の構成変化と食事・炊事・配膳などの生
 活諸過程における部屋などの使われ方からみたその要因（和歌山
 県日高郡中津村船津の場合）一農村住宅の住空間の構成と住生活
 の変容に関する研究」『日本家政学会第38回大会研究発表要旨集』・
 昭和61年5月，186頁。
 （lO）一部は，塩谷寿翁「住宅内空間の構成変化と日常的生活におけ
 る部屋などの使われ方からみたその要因一とくに更衣・食事・入
 浴などの生活過程について（和歌山県日高郡中津村船津の場合）
 　『生活学会報』第13巻第2号，昭和61年6月，6～10頁，として

 公表した。
 （ll〕千葉県富勢村調査（結果は，持田照夫「更衣・入浴の行為と空
 間について」『日本建築学会論文報告集』，第54号，565瓦昭和31
 年9月，などとして公表されている）。
 （12）「起床から外出まで」および「帰宅から就寝まで」の生活過程
 は，更衣（一連の行為から続いて他の一連の行為に移るときにな
 される着衣の変更）およびとくに更衣に関係して順序性をもつと
 考えられる「食事」「入浴」などの行為の連鎖の型としてとらえら

 れる。
 （13）一部は，塩谷寿翁・沖田富美子「住宅内空間の構成変化と世代
 問居住の形態からみたその要因＝和歌山県日高郡中津村船津の事
 例－その1　農家家族の生活集団と生活領域の形成，その2　世
 代間における部屋などの使われ方とその展開（畿内およびその周
 辺における農村住宅の発展と住生活の変容過程に関する研究）『生
 活学会報』（投稿中），として公表した。
 （14）塩谷寿翁「都市近郊における農村住宅の建築的構成と住生活の
 変容に関する研究（奈良県磯城郡田原本町薬王寺の場合）－その
 　1　建築的構成の変化－」『日本建築学会論文報告集』第326号，
 　昭和58年4月，135～146頁，「同－その2　住生活の変容－」『日
 本建築学会論文報告集』第333号，昭和58年11月，109～119瓦
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